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目的 消化管転移切除の予後因子 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

症例数 21 
根治術ができ、他の臓器に転移なしの患者の生存期間中央値 27.6 月、

5 年生存率 28.3％。 
根治術ができたが他の臓器に転移ありの患者の生存期間中央値 5.1
月。 
症状緩和のためのバイパス術のみの患者の生存期間中央値 1.9 月 
 

結論 

根治術と他の臓器に転移がないことが重要である。この条件を満たす

患者に手術療法を行うべきであり、根治術ができた患者には大きな緩

和効果がえられる。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ IV ） 
 
消化管転移切除の選択基準として、根治術と他の臓器転移の有無が重

要であることを示した論文である。症例数が少ない。 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




